
抗がん剤投与確認書 

胃がん レジメン：TAS-102/RAM(8 ㎎/kg)  

患者名：           年齢：      歳（ID:                ）   レジメン確認薬剤師  印 

体表面積：        ㎡ 体重：    kg 血清 Cr：      mg /dL CLcr：           mL /min 

対象疾患：切除不能・再発胃がん  その他（       ）         28 日間/1 ｺｰｽ 

 day 1-5 day 8-12 day15 休薬(13 日間) 

ロンサーフ 35 ㎎/㎡ → → ・・・ ・・・ 

RAM ｻｲﾗﾑｻﾞ（8 ㎎/kg） ↓ ・・・ ↓ ・・・ 

◼ サイラムザ（RAM）非吸着用ｾｯﾄ・ｲﾝﾗｲﾝﾌｨﾙﾀｰ付きを使用：2 週間隔 

TAS-102：35㎎/㎡ ×【   】㎡＝【    】㎎→【   】mg 

RAM    ：8㎎/㎏  ×【   】kg＝【   】mg→【   】mg 

＜RAM＞ 

 

＜RAM の休薬基準＞ 

出血 G2 以上、蛋白尿 G2 以上、肝機能障害 G3 以上 

 



 

 

日本イーライリリー サイラムザ適正使用ガイド一部抜粋 

＜TAS-102＞ 

好中球数 1000mm3 未満、血小板数 50000mm3 未満、総ビリルビン値 2.0mg/ｄL を超える、AST/ALT 施設基準値上限

の 2.5 倍を超える、クレアチニン 1.5mg/ｄL を超える、非血液学的毒性 G3 以上 

＜ロンサーフ減量の基準＞ 

好中球数 1000/mm3 未満もしくは、血小板数 50000/mm3 未満（G3）かつ合併症がある場合、 

好中球数 1000/mm3 未満もしくは、血小板数 50000/mm3 未満（G3）かつ次コースの開始が 28 日以上遅れた場合 

好中球数 500/mm3 未満もしくは血小板 25000/mm3未満 の場合 

＜減量基準＞ 

前コース（休薬期間を含む）中に減量基準に該当する有害事象が発現した場合には、本剤の投与再開時においてコース単

位量として 10mg/日単位で減量する。ただし、最低投与量は 30mg/日とする。 

＜文献 

Safety and activity of trifluridine/tipiracil and ramucirumab in previously treated advanced gastric cancee:an open-

label,single-arm,phase 2 trial 

Lancet Oncol 2021;6:209-17 

＜備考＞ 

平成     年     月      日 

指示医ｻｲﾝ                           

指導医ｻｲﾝ                           

看護師ｻｲﾝ                           

＊ 投与量を確認するもので、指示書では有りません。投与量を変更する場合は赤字で訂正、追加して下さい。 

＊ 自治医科大学附属さいたま医療センター、、がん化学療法小委員会 
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